
試練に負けない強い心で！

新型コロナウイルス感染症の予防のために学校

も臨時休校となり，多くのスポーツイベントや催

し物が規模縮小あるいは中止や延期となって世の

中に不安や混乱を招いています。

日本の多くのカトリック教会でも2週間ほど前か

ら日曜日のごミサが中止となり，教会にも行けな

い状況になっています。長崎のある教会では，熱

心なお年寄りの方が教会に何度でも電話をかけて

は，「いつから教会に行けますか。ごミサはいつに

なったら始まりますか。」と神父様を困らせている

という話を聞きました。

先日，知り合いのシスターから電子メールが届

き，その中に次のようなおもしろいことが書かれ

てありました。

……略…… 日曜日のごミサが中止になり免除

になるなんて，やっぱりどうかありますよね。

私の修道院の中では，「これは悪魔の仕業だ」

と言う人もいます。日曜日のごミサを大切にす

る信徒の気持ちを少しずつ薄れさせていく悪魔

の一つの手段じゃないだろうかと。小さなほつ

れさえ作ってしまえば，あとは悪魔の思うつぼ

ですからね。ごミサを大切にする気持ちをずっ

と持ち続けていたいですね。

新型コロナウイルス感染症の早い終息を願い，

ご聖体への大切な思いをしっかり持って辛抱し

ましょう。

「カトリック信徒だから務めとして日曜日のご

ミサには行かなければならない」と義務感をもっ

ている人も中にはいるでしょう。そういう人の心

には，悪魔は忍び込みやすいのかもしれませ

ん。日曜日のごミサに与からないことに慣れ

てしまわないようにと，心配されているシス

ター方もおられるようです。

さて，臨時休校となって，子どもたちの気

持ちはどうでしょうか。学校に早く行きたい，

お友達と元気に走り回って遊びたいと願って

いる子どもたちがきっと多いことだろうと思

います。特に，卒業を間近にして残り少ない

貴重な小学校生活を奪われてしまった6年生

にとっては，残念で寂しい思いをしているこ

とだろうと思います。

全く予期していなかったことが現実に起き

てしまうことは，卒業生のこれからの人生の

中でも，きっと起こり得るだろうと思います。

そういった時にこそ試練に負けない強い心で

物事に臨むことができる卒業生であって欲し

いと思います。

ちょうど今は復活祭を迎えるために心の準

備をする四旬節，イエス様の御受難と御死去

を想い，自分にできる犠牲を捧げる期間でも

あります。自分の力ではどうすることもでき

ず思うように行かない毎日が続きますが，四

旬節の犠牲の一つにと考えることができれば

と思います。

小学校の6年間で教えられたとおりに，喜

びの時でも苦しみの中にある時でも，いつも

イエス様がそばにいて支えてくださっている

ことを信じ，これから始まる中学校生活，そ

してそれに続くそれぞれの未来に向かって力

強く歩んでいって欲しいと願っています。

♪忘れないで

１．忘れないで ２．だけどいつか ３．忘れないで
いつもイエスさまは はげしい嵐が 悲しみの夜は
君のことを 見つめている 君のほほえみ 希望の明日に 変わることを
だからいつも 絶やさないで ふきけすでしょう だからすぐに 取り戻して
胸の中の ほほえみを だからいつも 離さないで いつもの君の ほほえみを

胸の中の みことばを
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// 教 室 紹 介 //
１年１組 担任 江上 沙和子 先生

男女の仲がとってもよく，いっしょに中庭に出

ては，ヒマワリの種を集めたり，アサガオの花で

色水を作ったり，オナモミの実を投げてくっつき

虫遊びをしたりなど，1年を通して季節の変化を

感じながら楽しく生活することができました。

初めてのなわとび検定にも一生懸命に取り組み

ました。クラスで100個の合格を目指して互いに

教え会いながら練習を重ね，二段跳びやはやぶさ

など難しい技もできる名人級の子も何人も誕生し

ました。学習面でも運動面でも，そして遊びの中

でも1年生として大きく成長してきた1年１組の

子どもたちです。

何でもがんばる子どもたちに，江上先生は，こ

れからも相手の立場になって物事を考え，「ごめ

んね」「ありがとう」「だいじょうぶ」といった素

直な心の持ち主になって欲しい，そして互いを認

め合う温かい心の２年生として大きく羽ばたいて

欲しいと願っています。

// 教 室 紹 介 //
１年２組 担任 平田 瑞穂 先生

１年２組の学級通信の名前は，「はらぺこ」です。

希望と期待をもって元気いっぱいの１年生に育っ

てもらいたい，みんな仲良く助け合いながら，一

緒に伸びていってほしいとの願いが込められてい

ます。

中庭で遊ぶ度に，「チューリップの芽はオニのつ

のみたいで可愛いよ。」「○○君のアネモネの花が

咲いてるよ。きれい。」と嬉しそうに話す１年２組

の子どもたち。何種類もの花を育てながら早く開

花するもの，冬の寒さを乗り越えてゆっくり大き

くなるものなど花々の特性にも気付きました。か

けっこ，なわとび，漢字の習熟，計算力，工作，

歌唱など，子どもたちも一人ひとり違った才能を

違った時期に伸ばしていきながら南山小学校の１

年生として大きく成長してきました。育てた花で

中庭がいっぱいになる頃，子どもたちは２年生に

進級します。一つひとつの花に負けないように，

子どもたちにも自分らしさを大切にしながら立派

な２年生になって欲しいなと平田先生は願ってい




